
情報 提供側と受け手をきちんと結ぶために 

 

病む人の＜現在
い ま

＞に、どう応えるか 

＿＿＿＿＿＿＿5000 人の患者さんの語りを傾聴して 
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１、始まりは患者の母として（1986 年 7 月～） 

長男（10 歳）への白血病告知は、心臓を冷たい手で摑まれたような気分でした。どん

な上等の情報も耳に入りません。この時点で必要なのは、そうなの？そうねえ、とた

だ頷いて、注釈（説教）しない温かい傾聴者だったと、今にして思います。 

 

２、骨髄バンクを求める人々の代表者となって（1987 年 10 月～1989 年 11 月） 

後に「楽しい運動だったのでは？」とあるテレビ記者が…。とんでもない、異常なほ

どのストレスの連続でした。議員請願署名は 77 万人分集積、15 人の議員より提出。 

 

３、血液がんと小児がんの患者への情報提供活動を開始（1990 年 7 月～） 

患者・家族として一番ほしかったのは何か、と考えると、良い仲間とわかりやすい方

法でした。そこで「共に」学び考える場の提供を開始していきました。フォーラム「血

液がん～より良い治療とより良い治癒」開催、約 100 回。情報誌発行、47 冊。 

 

４、電話相談窓口のリーダーに（1997 年 12 月～） 

情報提供活動だけを繰り返していましたが、研究班「小寺班」が、骨髄バンク（骨髄

移植推進財団）に併設する「骨髄バンク患者電話相談」に参加するよう呼ばれました。 

それから現在に至るまでに 5,000 件を越える件数を傾聴して深く感じるのは、情報を

出す側が、どれほど新しくて正しくて適切（選択すべき治療法）だと認識していても、

いま患者になりたてであったり、再発の診断後だったりする患者・家族にとっては、

受止め切れない、ということです。 

ひとまず彼らには、絶望感を認め（否定しない）、悲しみや悔しさを黙って受止め（傾

聴し）、余計なことを言わず（説教しない）、患者・家族の現在
い ま

を受止めて魂が鎮まる

のを支援する、良い聴き手が必要です。その聴き手もまた情報の一部として、情報を

出す側が準備すべきです。 

そうすることによって、患者という唯一の医療消費者のニーズを探り出し、一方向か

ら出して終り、という情報の流れを変えられるのではないでしょうか。 

 

５、傾聴を基本とした相談の事例を数例示します。 
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